


































                                                           
1 Giuliani, L., Bild und Mythos, Geschichte der Bilderzählung in der griechischen Kunst (2003) 




































                                                           
3 Johansenも墓石を、遺族にとって死者を想起するよりどころとする見解を示している。例えば Johansen, 





























①「アリスティオン墓碑」（アテネ、考古博 29、大理石、高さ 240cm） 
 現存するのは、台座とその上に載った細長い石板部分である。この上にはさらにパルメット文
か何かの冠飾が天に向かって伸びていたと思われるが、今は失われてしまっている。現存部分の
サイズは、台座の高さが 27.5cm、石板は、高さが 240cm、幅が下部で 45.5cm、上部で 42cm、
厚みは下部で 14cm、上部で 12cmとなっている。 
                                                           
4 Peek, W., Griechische Grabgedichte (1960) 7 



































                                                           






































































 この像自体は 1972年に発見されたが、台座はそれよりも 200年以上
前の 1729年には知られていた。 
σῆμα Φρασικλέιας κούρη κεκλήσομαι ἀιεί,  











































                                                           


























④「アリステュッラ墓碑」（アテネ、考古博 766、大理石、高さ 78cm） 
 アッティカ地方では、前 5世紀初頭のペルシャ戦争の頃から半世紀以上の間、人物像を表した
墓碑が制作されない期間があった。それが前 430年頃、ちょうどパルテノン神殿の造営工事が終
                                                           
8 靴職人の墓碑としては大英博物館 1805.7-3.183が、鍛冶職人の墓碑としてはルーブル美術館 769が挙げら
れる。 






























Ἐνθάδε Ἀρίσστυλλα κεῖται, 
παῖς Ἀρίσστωνος τε καὶ ῾Ροδίλλης, 














                                                           
10 Vedder, U., ‚Szenenwechsel‘ – Beobachtungen an zwei Grabstelen in Cambridge (Mass.) und Athen, in: 


























Μνῆμα Μνησαγόρας καὶ Νικοχάρος τόδε κεῖται˙ 
αὐτὼ δὲ οὐ πάρα δεῖξαι˙ ἀφέλετο δαίμονος αἶδα, 
πατρὶ φίλωι καὶ μετρὶ λιπόντε ἀμφοῖμ μέγα πένθος, 







                                                           
11 例えば、澤柳大五郎『アッティカの墓碑』（1989） 48f.、Clairmont, Ch.W., Classical Attic Tombstones 































Τέκνον ἐμῆς θυγατρὸς τόδ᾽ ἔχω φίλον,  
ὅμπερ ὅτ᾽ αὐγάς ὄ μμασιν ἠελίο ζῶντες ἐ δερκόμεθα, 




























































                                                           
13＊ 掲載図版は⑤は澤柳大五郎『アッティカの墓碑』（1989）より転載。それ以外は筆者撮影。 
